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全国どこからでもマルチキャスト集配信を実現する
衛星通信システムを開発


～複数地点と任意の速度で同時通信可能な小型経済化衛星通信システム～

　日本電信電話株式会社（以下 NTT、本社：東京都千代田区、代表取締役社
長：和田紀夫）は、全国どこからでもマルチキャスト*1集配信を経済的に実
現できる「ダイレクトマルチキャスト衛星通信システム」を開発しました。

　本システムは、複数の地点から同時にハイビジョンクラスの映像やＩＰデ
ータをダイレクトに配信できることから、時と場所を選ばずに全国へ向けて
の情報発信を自由に行うことが可能です。また、システムの初期導入費用を
抑えながらトータルコストも削減可能な衛星通信装置の小型経済化を実現し
ました。このため、コンテンツ（ライブ映像、ストリーミング映像）集配信
サービス、企業内イントラネット、遠隔医療支援、遠隔研修サービス、電子
政府、自治体災害対策システムなど、国内外を問わずに多様な分野での活用
が考えられます。また、国内においては、離島・山岳地などにおける情報通
信インフラ（基盤）への活用など、e-Japan重点計画に関連したデジタルデバ
イド*2解消ツールとしての利用も期待されます。

＜開発の背景＞

　衛星通信は、地球上のあらゆる地点間を接続可能であるため、地上通信網
の整備が困難な地域、あるいは災害対策用通信システムとして適用されてき
ました。また最近では、多数の情報受信地点に対して同時に情報を配信でき
る同報性を生かして、マルチキャスト衛星通信システムなどに多く利用され
ています。

　現在商用化されているマルチキャスト衛星通信システムは、1箇所のセンタ
ーHUB*3と各地の小型地球局VSAT（Very small aperture terminal）*4で構成さ
れるスター型と呼ばれるシステムが主で、配信は必ずセンターHUBから行わ
れていました。このため、各地の情報発信拠点からセンターHUBまでは集信
用回線として地上専用回線などが個別に必要となり、そのコストがユーザに
とっての負担となっていました。また、集信用回線にVSATを用いた衛星回線
を使用する構成では、VSATからHUBへの回線の通信帯域が限られており十分



な通信速度を確保することができませんでした。また、衛星通信において利
用できるトランスポンダ*5帯域は限られているため、複数送信局によりトラ
ンスポンダ帯域を効率的に共用することが求められていました。

＜システムの特徴＞

　NTTサービスインテグレーション基盤研究所は、センターHUBを介するこ
となく各地のVSATからダイレクトに、全情報受信地点へ向けた大容量マルチ
キャスト配信を経済的に行うためのシステム開発に取り組み、上記の課題を
克服した「ダイレクトマルチキャスト衛星通信システム」の開発に成功しま
した。（図１）

　本システムは、NTT未来ねっと研究所の考案した「マルチキャリア/マルチ
レート変復調技術」*6を基に開発した、複数拠点からの集配信を可能とした
「グループ変復調装置」と、多地点のVSATで衛星のトランスポンダ帯域を共
用して必要な回線容量を効率的に自動割り当てする「高効率衛星回線制御プ
ログラム」により構成されます。また、マルチキャスト用アプリケーション
として、衛星マルチキャスト配信を高信頼に効率良く実現する「高信頼マル
チキャストプログラム」も新たに開発しました。

　本システムでは、複数のVSAT送信局から全国に向けてダイレクトに情報配
信が可能であることから、センターHUBへの集信用の専用回線を必要とせ
ず、あわせて、受信局では複数の送信局から発信された複数の配信情報を同
時に受信することが可能ですので、複数情報を多重してセンターＨＵＢから
の信号を受信するのと同様の機能を実現できます。また、従来の変復調装置
を用いて複数送信局からの信号を受信する場合、通信回線分の装置数が必要
でしたが、グループ変復調装置では１装置で複数回線に対応することができ
るので、経済的で小型化も実現した高機能な衛星マルチキャストネットワー
クの構築が可能となります。

＜新たに開発した技術＞
  1. グループ変復調装置

　本システムのキーとなる装置であり、従来の変復調装置では1対地/１送
受信（１装置あたり）でしたが、グループ変復調装置では、映像・IPデー
タ・音声の各々の通信を複数の対地と任意の伝送速度で同時に行うことが
でき、最大32送信地点からのIPデータ同時受信、最大256波の同時変復調な
どを１台の装置により可能としています（図２）。さらに、トランスポン
ダの不連続な空き帯域を集めて１つの通信回線として利用する「分散収容
技術」を世界で初めて実現しトランスポンダ帯域の有効利用を図っていま
す。
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2. 高効率衛星回線制御プログラム

　複数地点の送信局によるトランスポンダ帯域共用を効率的に実現する回
線制御プログラムであり、３階層による階層化制御により、スケーラビリ
ティ確保とコストパフォーマンスの最適化を可能にし、グループ変復調装
置の特徴を生かした多地点の複数送信局によるダイレクトマルチキャスト
を実現しています（図３）。

3. 高信頼マルチキャストプログラム

　新たに開発した「ユーザ局収容アルゴリズムと応答抑圧アルゴリズム」
により、降雨時の情報不達通知の集中を抑えるなど、数万ユーザ規模への
高信頼で効率のよい衛星マルチキャスト配信を実現します。（図４）

＜今後の予定＞

　VSATを用いた経済的なダイレクトマルチキャスト衛星通信システムを活用
し、新しい衛星通信市場を開拓し、新事業の創出に寄与していきます。

　また、衛星通信ビジネス全体の動向に注視しながら、市場ニーズに合った
システムや新技術をタイムリーかつスピーディに提供していきます。

・図１：システム構成図

・図２：グループ変復調装置

・図３：高効率衛星回線制御プログラム

・図４：高信頼マルチキャストプログラム


＜用語解説＞

＊１： マルチキャスト

  特定の複数受信拠点に対して同一データを同時に配信する通信方法。

＊２： デジタルデバイド

 
デジタル技術（いわゆるIT）の普及に伴い、それを使いこなせるかど
うかで二極化が起こった状態。社会問題として認識されつつあり、こ
の問題を端的に「デジタルデバイド」と呼ぶ。

＊３： センターHUB

  中央に情報配信局として設置される衛星送信局。

＊４： VSAT（Very small aperture terminal）

  各拠点に情報送受信局として設置される小型衛星通信地球局。

＊５： トランスポンダ
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衛星のアンテナで捉えられた微弱な電波を増幅する、衛星に搭載され
た電波の中継器。

＊６： マルチキャリア/マルチレート変復調技術

 
複数の信号を任意の速度で同時に変復調するためのフィルタバンクと
変復調器の技術。

【本件に関するお問い合わせ】

　ＮＴＴ情報流通基盤総合研究所

　企画部　広報担当　飯塚、佐野、池田

　TEL：0422-59-3663
　E-mail：koho@mail.rdc.ntt.co.jp

NTT NEWS RELEASE

https://www.ntt.co.jp/news/index.html

